
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頚椎前方を語る会 
Discussion on the Anterior Cervical Spine 
 
 

 
 

 

日程： 2016 年 9 月 24 日（土） 

場所： TKP ガーデンシティ京都 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

日本の頚椎手術は椎弓形成術に代表される後方法が主流を占めてきました。日本

における前方法の比率の低さは、諸外国と比較しても群を抜いています。しかし、

最近では K-line の概念の広がりや前方法の臨床成績が後方法より明らかに良好な疾患

群が存在することから、前方法への揺り戻しが見られています。一方、重篤な合併

症が多いと言われていること、経験が後方手術に大きく偏っていることから、良い

適応だとわかっていても前方手術に踏み切れない若手医師が多いのも事実です。 

上記のような問題に対し、一昨年から「頚椎前方を語る会」と称して前方法の適

応や手術テクニックを基礎から学ぶ講習会が関東で催されてきました。3 回目となる

本年は、関西に舞台を移して開催いたします。前方法の良さを理解していただくと

共に、前方法へのハードルが少しでも低くなるよう、エキスパートの先生方に動画

を交えてわかりやすくご講演をいただく予定です。除圧不足やトラブルのない頚椎

前方手術の普及に本会が寄与できることを願っています。 

 

世話人  根尾 昌志 
大阪医科大学  整形外科学教室  教授 

 

 

 

開催概要 

日  時： 2016 年 9 月 24 日（土） 13:00 – 18:00  

会  場： TKP ガーデンシティ京都  2 F  「山吹（やまぶき）」 

 

世話人： 大阪医科大学  整形外科 教授 根尾 昌志 先生 

座  長： 筑波大学  整形外科 教授  山崎 正志 先生 

主講師：   沼津市立病院 副院長  望月 眞人 先生 

 

定  員： 50 名（先着順） 

参加費：  3,000 円（日整会単位申請金額 2,000 円は別途いただきます。） 

 

日整会単位:  2 単位取得 

開催にあたって 
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【テーマ】 

 基本的な手技 

 起こり得る合併症と対策 

 

【講師】   

 望月 眞人  先生（沼津市立病院 副院長）   

 相庭 温臣 先生（沼津市立病院 第三整形外科 部長） 

 宮本 敬 先生  （岐阜市民病院 整形外科 部長）  

 

【ケースディスカッション モデレーター】  

 根尾 昌志 先生   （大阪医科大学 整形外科 教授） 

 國府田 正雄 先生（千葉大学 整形外科 特任准教授） 

 

 
【プログラム】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12:30   開場 

13:00-13:10  開会の挨拶・講師紹介   山崎先生    

13:10-13:50  「頚椎前方手術のアプローチについて」 相庭先生 

13:50-14:30  「頚椎前方除圧、骨移植のテクニック」 望月先生 

14:30-15:10  「頚椎手術の起こり得る合併症と対策」 宮本先生 

               別会場へ移動 

15:20-17:50   ケースディスカッション    根尾先生・國府田先生 

17:50     閉会の挨拶     根尾先生 
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会場のご案内 

会 場：TKP ガーデンシティ京都  2 F 「山吹（やまぶき）」 

住 所：〒600-8216  

京都府京都市下京区烏丸通七条下る東塩小路町 721-1  

京都タワービル 

T E L ：075-342-1533 

 

アクセス：京都駅から徒歩 2 分。京都タワーホテル内。 
 

 

 

お問い合わせ先： 

ビー・ブラウンエースクラップ株式会社 

コーポレートコミュニケーション  安村  

TEL : 03-3814-2826 


	会場のご案内

